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８
月
１
日
（
木
）、
都
内
ホ
テ

ル
に
お
い
て
本
協
議
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
年
度
は
東
京
都
医
師
会

担
当
に
よ
り
「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
よ
う

－

学
校
医
と

し
て
健
康
教
育
に
ど
う
か
か
わ
る

か
－

」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
。

協
議
会
に
先
立
ち
11
都
県
医
師

会
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

学
校
健
診
に
お
け
る
脱
衣
の
問

題
、
学
校
医
の
職
務
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
来
年
度
は

千
葉
県
医
師
会
担
当
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
た
。

協
議
会
は
町
田
市
立
鶴
川
第
二

小
学
校
の
生
徒
に
よ
る
合
唱
で
幕

を
開
け
た
。
同
校
は
い
く
つ
も
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
て
お
り
、
澄
ん
だ
歌
声

は
参
加
者
の
心
に
響
い
た
。

そ
の
後
、
開
会
挨
拶
と
し
て
東

京
都
医
師
会
学
校
医
会
の
目
澤
朗

憲
副
会
長
か
ら
、
本
協
議
会
主
催

者
と
し
て
尾
﨑
治
夫
会
長
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。
次
い
で
日
本
医
師

会
の
松
本
吉
郎
会
長
、
日
本
学
校

保
健
会
の
弓
倉
整
専
務
理
事
、
東

京
都
教
育
委
員
会
の
浜
佳
葉
子
教

育
長
よ
り
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。

今
回
は
３
名
の
講
師
に
よ
る
講

演
が
あ
っ
た
。
講
演
１
は
「
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た
大

人
に
な
ろ
う

－

そ
の
た
め
に
必

要
な
健
康
教
育

－

」
と
題
し
、

尾
﨑
会
長
が
登
壇
し
た
。
尾
﨑
会

長
は
以
前
よ
り
「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
て
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
自
分
の
身
体
に
関
心
を
持

ち
、
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
に
生
活
し
た
ら
い
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
、自
覚
し
て
、

実
行
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

て
お
り
、本
講
演
で
も
強
調
し
た
。

皆
保
険
制
度
の
維
持
の
た
め
に
も

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け

る
こ
と
の
重
要
性
、
社
会
保
障
や

保
険
制
度
の
こ
と
な
ど
も
学
校
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
っ
か
り

と
教
え
る
体
制
の
展
望
を
述
べ

た
。
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
の
問
題

や
東
京
都
医
師
会
で
作
成
し
た

教
育
用
資
料
に
つ
い
て
も
紹
介

が
あ
っ
た
。

講
演
２
は
（
公
社
）
地
域
医
療

振
興
協
会 

東
京
ベ
イ
・
浦
安
市

川
医
療
セ
ン
タ
ー
の
神
山
潤
Ｃ
Ｅ

Ｏ
に
よ
る
「
日
本
に
お
け
る
眠
り

の
と
ら
え
方
の
変
遷
と
子
ど
も
の

眠
り
の
基
礎
知
識
」
で
あ
っ
た
。

「
子
ど
も
に
と
っ
て
睡
眠
は
大
事

で
す
よ
ね
？
」
と
問
わ
れ
る
と
神

山
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
そ
う
だ
。

「
そ
う
で
す
ね
」
と
い
う
答
え
を

期
待
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ど
う
し

て
そ
の
よ
う
な
期
待
を
持
っ
た
の

か
。
そ
れ
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
関

係
し
て
い
る
と
考
え
る
。
成
長
ホ

ル
モ
ン
は
眠
り
に
入
っ
て
す
ぐ
に

お
と
ず
れ
る
深
い
眠
り
に
一
致
し

て
多
量
に
分
泌
さ
れ
「
寝
る
子
は

育
つ
」
の
根
拠
に
な
っ
て
お
り
、

新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
す
る
。
大
人

も
眠
れ
ば
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
出

る
。
す
な
わ
ち
眠
り
は
子
ど
も
ば

か
り
で
は
な
く
、
ヒ
ト
と
い
う
動

物
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
。
睡
眠
の
基
本
が
で
き

て
い
な
い
と
夜
に
な
っ
て
も
眠
れ

ず
、
午
前
中
か
ら
眠
い
な
ど
の
症

状
が
出
る
。
こ
の
状
態
で
効
率
の

良
い
仕
事
、
勉
強
が
で
き
る
は
ず

が
な
く
、
不
適
切
な
睡
眠
を
治
す

た
め
に
は
睡
眠
の
基
本
を
確
認
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

講
演
３
は
日
本
肥
満
学
会
肥
満

症
専
門
医
、
杉
並
区
教
育
委
員
会

健
康
相
談
室
指
導
医
の
岡
田
知
雄

先
生
に
よ
る「
子
ど
も
た
ち
の『
肥

満
と
や
せ
』（
摂
食
障
害
）
へ
の

考
え
方
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

で
、
学
校
に
お
け
る
成
長
期
の
健

康
課
題
と
し
て
概
説
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
肥
満
の
多
く
は
中
等
度

か
軽
度
肥
満
の
た
め
早
期
に
対
応

す
れ
ば
改
善
で
き
る
が
、
高
度
肥

満
に
な
っ
た
場
合
に
は
成
人
の
肥

満
に
移
行
し
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
合
併
症
を
併
発
し
や
す
く
な

る
。
子
ど
も
の
肥
満
・
や
せ
・
生

活
習
慣
病
に
は
、
生
活
環
境
や
食

の
変
化
、
身
体
活
動
の
不
足
の
ほ

か
、
い
じ
め
、
虐
待
、
不
登
校
な

ど
の
心
の
問
題
な
ど
、
多
く
の
背

景
因
子
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

る
。早
期
に
治
す
た
め
に
は
家
庭
、

学
校
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
が
重
要
で
あ
り
、
学
校
保

健
を
担
う
学
校
医
の
関
わ
り
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ
る
と
さ

れ
た
。

３
つ
の
講
演
に
よ
り
、
学
校
医

の
存
在
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
た
。
学
校
医
が
少
な
く
と
も
自

分
の
担
当
し
て
い
る
学
校
に
赴
い

て
、
子
ど
も
た
ち
に
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
の
重
要
性
を
教
え
る
こ
と

は
、
今
後
の
学
校
医
に
と
っ
て
重

要
な
責
務
で
あ
る
。
学
校
医
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
こ
と
を
今
一
度
認

識
し
、
学
校
保
健
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
望
む
。

会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
多
く

の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

当
日
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
学

校
医
等
の
お
か
げ
で
盛
会
裏
に
終

了
と
な
っ
た
。

令和６年度 関東甲信越静学校医協議会

尾﨑会長による講演の様子

メ
イ
ン
テ
ー
マ「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
よ
う
」

医 師 と 医 師 会 を 結 ぶ 情 報 紙
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令和6年度 関東甲信越静学校医協議会 01
底流／東京消防庁救急相談センター　ほか 02
令和7年度 東京都予算に対する要望事項 03
みどりの広場　ほか 04
ふれあいポスト　ほか 05
感染症豆知識　ほか 06
日本医師会生涯教育講座 07
地区医師会長からの一言 08
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■医療保険講習会（医師対象）　会場：東京都医師会館（千代田区神田駿河台2-5）
［精神科］10月12日（土）14:30～16:30
　①学術講演「大人の発達障害について」 
　　講師：昭和大学 発達障害医療研究所 所長（准教授）太田晴久 《CC：72 成長・発達の障害1単位》
　②保険診療の基本的事項について　
　③保険請求について
　　講師：東京都医師会 医療保険委員会 委員 鎌田康太郎

［眼　科］10月26日（土）14:30～16:30
　①学術講演「眼外傷について」 
　　講師：昭和大学病院附属東病院 眼科教授 恩田秀寿 《CC：36 視力障碍、視野狭窄1単位》
　②保険診療の基本的事項について　
　③保険請求について
　　講師：東京都医師会 医療保険委員会 委員 三原 敬

［内　科］11月9日（土）14:30～16:30
　①学術講演「糖尿病治療の進歩と合併症管理」
　　講師：順天堂大学医学部附属順天堂医院 糖尿病・内分泌内科 准教授 西田友哉 《CC：76 糖尿病1単位》
　②保険診療の基本的事項について　
　③保険請求について
　　講師：東京都医師会 医療保険委員会 委員 高橋俊雅

［定　員］各回300名（先着順／定員になり次第締め切り）
［備　考］
・各回とも日本医師会生涯教育制度の単位取得可能（来場参加者に限る。動画視聴では取得不可）
・「②保険診療の基本的事項について／③保険請求について」はいずれも《CC：6 医療制度と法律 0.5単位》取得可能
・精神科：日本精神神経学会精神科専門医制度1単位（※希望者は学会会員カード持参）
・眼科：日本眼科学会専門医制度1単位（※希望者は専門医カード持参）
■医療保険事務講習会

［第1回］11月  7 日（木）　会場：たましんRISURU ホール（立川市錦町3-3-20）
［第2回］11月15日（金）　会場：なかのZERO 大ホール（中野区中野2-9-7）
14:00～16:00（開場13:00～）
　（1）令和6年度診療報酬改定における留意事項について
　（2）公費負担医療の取扱い上の留意点について　
　  　 ①マル都医療費助成制度　②マル都以外の医療費助成制度
　（3）診療報酬請求書等の留意点について
　  　 ①社会保険関係　②国民健康保険関係

［備　考］両日とも講演内容は同じです。研修申込システムによる受付のため、地域による期日指定は行いません。
参加費は無料です。当日「公費負担医療の手引」（青本）の配布は行いません。

【参加申込】右記の研修申込システムより当日受講される方の氏名で申込いただき、申
込完了時に発行される「受講証」の2次元コードを表示できるスマートフォンやタブレッ
ト等の端末、または2次元コードを印刷した用紙をご持参ください（非会員も申込可）。
� https://study.tokyo.med.or.jp/publish/Login

［申込締切］医療保険講習会：10月5日（土）／医療保険事務講習会：10月31日（木）
【開催情報】各講習会の開催情報等を掲載しておりますので、定期的に右記のページを
ご確認ください。研修申込システムへのリンクも掲載しております。また、各講習会
終了後、1カ月程度を目途に東京都医師会ホームページ上に講演の映像や資料データを
掲載する予定です。閲覧の際のパスワードは「医療保険講習会のお知らせ（青色紙）」、

「医療保険事務講習会のお知らせ」（黄色紙）をそれぞれご確認ください。
※ 「お知らせ」は9月上旬に社会保険診療報酬関東審査事務センターの決定通知書等に同封して都内医療機

関に発送しております。
� https://www.tokyo.med.or.jp/35222

【注意事項】
・開催形態の変更または講習会を急きょ中止する場合がございます。事前に「開催情報ページ」をご確認のうえご来場ください。
・当日、会場での飲食はお控えください（熱中症予防のための水分補給は可）。

「医療保険講習会」「医療保険事務講習会」令和6年度

（研修申込システム）

（開催情報ページ）

詳しい内容、申請方法等は当組合ホームページをご覧ください www.tokyo-ishikokuho.or.jp

医師国保では組合員の疾病予防のため
下記の検診等を受けられた方に助成金を支給しています

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431（総務課）

○人間ドック等健康診断 対象者1人につき年度内1回3万円を限度に支給
○乳房エコー検診 対象者1人につき年度内1回5千円を限度に支給
○脳血管健康診断（脳ドック）  対象者1人につき年度内1回1万5千円を限度に支給

少
子
高
齢
多
病
時
代
の
安
心
で

き
る
医
療
介
護
福
祉
体
制
の
死
守

を
目
指
し
て
き
た
我
々
と
し
て
も

「
財
源
確
保
に
関
し
て
は
決
定
権

も
な
く
政
府
に
任
せ
る
し
か
な

い
」
わ
け
だ
が
、
な
か
な
か
解
決

に
向
け
た
方
策
が
見
え
な
い
現
状

に
焦
燥
感
が
増
し
て
い
る
（
い
き

な
り
大
油
田
で
も
領
海
内
に
出
現

す
る
か
、
日
本
の
景
気
が
劇
的
に

良
く
な
れ
ば
違
う
解
決
法
も
出
て

く
る
だ
ろ
う
が
あ
ま
り
期
待
で
き

な
い
）。
財
源
は
「
税
金
と
社
会

保
険
料
と
自
己
負
担
」
以
外
に
な

く
、
質
を
落
と
さ
ず
安
心
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
た
め

の
選
択
肢
は
決
ま
っ
て
い
る
。
諸

外
国
を
見
渡
す
と
、
20
～
25
％
の

消
費
税
を
財
源
と
し
て
確
保
し
、

医
療
介
護
福
祉
に
充
当
し
て
い
る

国
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
財
源
を

負
担
す
る
国
民
の
間
で
は
十
分
な

情
報
が
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国

全
体
で
の
議
論
も
な
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

政
治
家
が
「
国
民
が
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
財
源
が
必
要
な

ら
ば
増
税
も
含
め
て
き
ち
ん
と
説

明
し
、
納
得
い
た
だ
き
、
国
全
体

で
力
を
合
わ
せ
て
医
療
面
で
も
福

祉
面
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
よ
う
情
報

提
供
す
る
こ
と
」、
国
民
も
「
た

だ
税
負
担
に
過
敏
に
反
応
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
税
金
が
自
分
た

ち
の
安
心
で
き
る
未
来
を
保
障
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
選
挙
で
も
そ

の
よ
う
な
政
治
家
を
選
ぶ
こ
と
」

が
賢
い
選
択
か
と
常
々
考
え
て

い
る
。

た
だ
人
間
の
性
と
し
て
「
将
来

の
安
定
よ
り
目
の
前
の
こ
と
が
大

切
」「
自
分
に
都
合
の
悪
い
情
報

は
耳
に
入
ら
な
い
（
信
じ
た
い
も

の
を
選
ぶ
）」「
本
当
に
困
る
ま
で

難
題
に
つ
い
て
は
真
剣
に
討
議
す

る
の
を
避
け
る
」
と
い
っ
た
側
面

が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
中
で
医
療
界
と
し
て
は

「
国
民
の
安
心
で
き
る
未
来
の
た

め
に
は
、
受
益
者
負
担
と
い
う
観

点
か
ら
負
担
増
が
必
要
な
こ
と
を

説
明
し
、
説
得
力
の
あ
る
医
療
界

へ
の
信
頼
を
得
る
こ
と
」
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
実
際
に
税
金
や
社

会
保
険
料
を
徴
収
す
る
政
府
が
国

民
か
ら
き
ち
ん
と
信
頼
さ
れ
、
自

分
達
の
払
っ
た
税
金
が
自
分
達
の

幸
福
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
の
が
重
要
で
あ

る
。
政
治
家
は
「
消
費
税
を
上
げ

る
と
選
挙
に
負
け
る
」
と
根
本
的

な
解
決
の
道
か
ら
逃
げ
、
財
源
確

保
の
た
め
の
充
分
な
議
論
を
避
け

る
の
は
も
う
や
め
て
覚
悟
を
決
め

て
欲
し
い
。
国
民
と
し
て
も
自
分

達
の
明
日
の
た
め
の
財
源
の
確
保

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、た
だ「
増

税
や
自
己
負
担
増
は
嫌
だ
」
と

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
は
事
実
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
社
会

全
体
で
じ
っ
く
り
考
え
、
議
論
を

熟
成
さ
せ
る
必
要
性
を
痛
感
し
て

い
る
。�

（
増
田
幹
生
）

こ
の
大
問
題
に
対
し
て
、現
場
の
第
一
線
で
我
々
は
何
を
憂
え
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
？ （
人
的
資
源
や
財
源
確
保
の
決
定
権
も
無
い
状
態
で
）

２
０
４
０
年
は
す
ぐ
目
の
前

爆
発
的
に
増
加
す
る
医
療
介
護

福
祉
需
要
の
財
源
は
？

看護師への医師助言 11,774 13,769 -1,995 （ -14.5%） 64.7 
通信員への医師助言 221 1,870 -1,649 （ -88.2%） 1.2 

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

1日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 289,836 260,377 29,459 （ 11.3%） 1,592.5 
受 付 件 数 232,533 218,975 13,558 （ 6.2%） ─ ─ 1,277.7 
救 急 相 談 156,313 138,891 17,422 （ 12.5%） 67.2% 63.4% 858.9 
救 急 要 請 29,665 25,060 4,605 （ 18.4%）（※1）19.0%（※1）18.0% 163.0 
医療機関案内 73,555 79,304 -5,749 （ -7.2%） 31.6% 36.2% 404.1 
相談前救急要請 2,513 533 1,980 （ 371.5%） 1.1% 0.2% 13.8 
かけ直し依頼 152 247 -95 （ -38.5%） 0.1% 0.1% 0.8 
応答率（※2） 80.2% 84.1% -3.9%

［令和6年1月1日から6月30日まで］
■東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　平成27年11月から継続してまいりました小児橙事案では、関係医療機関の皆様方
のご理解・ご協力を賜り、改めてお礼申し上げます。今般、運用部会での検証結果を
もとに、当該対象症例について、以下の5項目に限定して運用することになりました。
　①0歳児の発熱　②頭部打撲　　　　　③会陰部の問題（外傷や陰嚢腫脹など）
　④腹痛・嘔吐　　⑤薬物等を含む誤飲
　ただし、これら以外でも、ご案内した医療機関を受診できなかった場合や、再相談
の電話を受けた際には、症例にかかわらず、従来通り直接医療機関に診察の可否を
確認させていただきます。
　また、赤判断で119転送とならなかった場合も、症例にかかわらず、従来通りの対
応といたします。運用開始は9月1日を予定しております。詳細につきましては、ご執
務いただいた際、相談看護師、監督員、資料等にてご確認いただければ幸いです。
　相談件数が増加傾向にある中、先生方におかれましては引き続き当センターの運営
にご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。

東京消防庁救急相談センター（＃7119）
早期受診が必要と判断した小児症例における医療機関紹介（小児橙事案）の運用変更
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東
京
都
医
師
会
は
８
月
21
日

に
、
東
京
都
福
祉
局
並
び
に
保
健

医
療
局
を
通
じ
て
東
京
都
知
事
に

予
算
要
望
を
行
っ
た
。
人
口
が
減

ら
な
い
ま
ま
、
高
齢
化
が
進
む
東

京
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
、
全
国

一
律
の
発
想
で
は
な
い
考
え
方

で
、
我
々
と
一
緒
に
東
京
都
の
医

療
に
つ
い
て
考
え
適
切
な
予
算
を

組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
東
京

都
に
は
具
体
的
な
対
応
を
、
都
議

会
の
皆
様
に
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
た
い
。
東
京
都
医
師
会

が
考
え
る
重
点
医
療
政
策（
抜
粋
）

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

暮
ら
し
の
場
へ
の

医
療
提
供
体
制
の
強
化

令
和
５
年
度
か
ら
の
「
東
京
都

在
宅
医
療
推
進
強
化
事
業
」で
は
、

24
時
間
３
６
５
日
で
在
宅
療
養
者

を
支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
目

指
し
て
い
る
。
現
在
都
内
32
の
地

区
医
師
会
で
展
開
さ
れ
て
い
る
本

事
業
が
、
島
し
ょ
地
域
を
含
め

都
内
全
地
域
で
実
践
さ
れ
、
終

了
後
は
速
や
か
に
区
市
町
村
事

業
に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
を
要

望
す
る
。

一
方
、
単
身
・
夫
婦
の
み
の
高

齢
者
世
帯
が
急
増
す
る
こ
と
で

「
住
ま
い
」
と
し
て
の
「
施
設
（
有

料
老
人
ホ
ー
ム
等
）」
へ
の
医
療

提
供
体
制
の
適
正
化
や
充
実
に
加

え
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
等
へ
の
医
療
提
供

体
制
の
見
直
し
も
必
須
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
て
い
く
た

め
の
支
援
を
要
望
す
る
。

地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
あ
る
方
々

へ
の
支
援
体
制
の
充
実

令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
、

地
域
連
携
・
地
域
づ
く
り
を
担
う

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
を
養
成
し
認

定
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
地

域
連
携
促
進
事
業
『
と
う
き
ょ
う

オ
レ
ン
ジ
ド
ク
タ
ー
』」
の
普
及

啓
発
並
び
に
事
業
展
開
す
る
た
め

の
支
援
を
要
望
す
る
。
早
期
診
断

早
期
支
援
を
目
指
し
た
「
認
知
症

検
診
」
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
の
充
実
に
関
す
る
支
援
を
要
望

す
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

フ
レ
イ
ル
対
策
の
充
実

東
京
都
医
師
会
で
は
都
立
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

か
か
り
つ
け
医
の
フ
レ
イ
ル
診
断

力
・
保
健
指
導
力
向
上
の
た
め「
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
医
研
修
」
を
実

施
し
て
い
る
。
本
事
業
へ
の
さ
ら

な
る
支
援
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
区
市
町
村
単
位
で
行
政

（
保
健
と
介
護
担
当
者
の
協
働
）、

医
療
介
護
福
祉
の
専
門
職
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、

一
般
市
民
等
で
構
成
す
る
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
フ
レ
イ
ル
対
策
を
構
築
す
る

「
フ
レ
イ
ル
対
策
地
域
支
援
事
業
」

の
創
設
を
希
望
す
る
。

運
転
寿
命
の
延
伸
は
社
会
的
フ

レ
イ
ル
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が

る
。
不
要
な
免
許
返
納
を
防
止
す

る
た
め
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
等
に
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
を
設
置
す
る
モ
デ
ル
事
業

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
の

補
助
金
の
延
長
を
要
望
す
る
。

暮
ら
し
の
場
へ
の
医
療
提
供
体
制
を

支
え
る
介
護
福
祉
人
材
の
確
保

深
刻
な
介
護
福
祉
人
材
不
足
の

中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
数
の
介
護
関

連
人
材
が
他
業
種
に
転
職
し
た
。

仕
事
の
選
択
肢
が
多
い
大
都
市
東

京
で
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
と

在
宅
医
療
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ

る
。介
護
福
祉
人
材
の
求
人
対
策
、

処
遇
改
善
、
就
労
環
境
整
備
に
対

す
る
東
京
都
独
自
の
支
援
策
を
要

望
す
る
。

禁
煙
推
進
の
た
め
の
施
策
の
充
実

東
京
都
に
お
け
る
禁
煙
推
進
の

た
め
に
、
以
下
の
方
法
と
そ
の
活

動
の
支
援
を
要
望
す
る
。
公
共
の

場
で
の
喫
煙
禁
止
エ
リ
ア
を
拡
大

し
、
特
に
駅
や
バ
ス
停
、
公
共
施

設
周
辺
の
禁
煙
を
徹
底
す
る
。
受

動
喫
煙
防
止
の
た
め
、
飲
食
店
や

オ
フ
ィ
ス
内
で
の
喫
煙
を
全
面
的

に
禁
止
し
、
違
反
者
に
対
す
る
罰

則
を
強
化
す
る
。
喫
煙
目
的
施
設

に
対
し
て
は
、
厳
格
な
許
可
制
を

導
入
し
、
未
成
年
者
の
立
ち
入
り

を
禁
止
す
る
。
加
熱
式
た
ば
こ
も

紙
巻
た
ば
こ
と
同
様
に
規
制
し
、

屋
内
及
び
屋
外
で
の
使
用
を
禁
止

す
る
な
ど
、
同
等
の
規
制
を
適
用

す
る
。
禁
煙
の
啓
発
活
動
を
強
化

し
、
健
康
被
害
の
情
報
を
広
く
周

知
す
る
こ
と
で
、
喫
煙
者
の
減
少

を
は
か
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
も
５
月
31

日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
と
そ
れ
に
続

く
禁
煙
週
間
に
お
い
て
、
東
京
中

を
イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン
に
染
め
上

げ
る
イ
ベ
ン
ト
継
続
の
支
援
を
要

望
す
る
。

感
染
症
対
策
に
関
す
る
施
策
の
充
実

東
京
都
に
お
け
る
Ｖ
Ｐ
Ｄ
（
ワ

ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
疾
患
）
対

策
と
し
て
、
以
下
の
方
法
を
推
奨

す
る
。
小
児
に
対
し
て
は
定
期
予

防
接
種
の
徹
底
を
は
か
り
、
保
護

者
へ
予
防
接
種
の
重
要
性
を
啓
発

す
る
。
妊
婦
に
対
し
て
は
、
妊
娠

中
に
推
奨
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
を
確

実
に
接
種
す
る
た
め
の
啓
発
を
強

化
し
、
産
科
医
療
機
関
と
連
携
し

て
接
種
の
機
会
を
提
供
す
る
。
胎

児
の
健
康
保
護
に
は
妊
婦
へ
の
適

切
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
不
可
欠
で

あ
り
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

促
進
を
は
か
る
。
地
域
の
医
療
機

関
と
の
協
力
、
地
域
で
の
予
防
接

種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
じ
て
、

全
世
代
に
わ
た
る
ワ
ク
チ
ン
の
重

要
性
を
周
知
徹
底
す
る
た
め
の
支

援
を
要
望
す
る
。

ま
た
梅
毒
の
報
告
数
増
加
を
受

け
て
、
都
民
及
び
都
内
在
勤
者
に

対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
予
防
の

必
要
性
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

容
易
に
匿
名
で
の
検
査
が
可
能
と

な
る
よ
う
さ
ら
な
る
支
援
を
要
望

す
る
。

学
校
保
健
対
策
の
充
実

学
校
保
健
師
と
と
も
に
学
校
医

を
積
極
的
に
活
用
し
、
定
期
的
な

健
康
教
育
を
実
施
す
る
（
生
活
習

慣
病
予
防
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

性
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー

マ
を
含
む
）。
保
護
者
や
地
域
の

医
療
専
門
家
と
の
連
携
を
強
化

し
、
家
庭
や
地
域
全
体
で
の
健
康

意
識
の
向
上
を
は
か
る
。
健
康
教

室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
児
童
生
徒
が
自
ら
健
康
に
つ

い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
を
提
供

す
る
。
ま
た
、
実
践
的
な
健
康
管

理
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
、
食
育
や
運
動
指
導
を
取
り
入

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
有
益
で
あ
る

と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
こ
と
へ
の

支
援
を
要
望
す
る
。

東
京
都
独
自
の

民
間
病
院
支
援
シ
ス
テ
ム
の
創
設

全
国
一
律
の
診
療
報
酬
の
中
で

東
京
の
民
間
病
院
は
、
未
曾
有
の

経
営
難
に
陥
っ
て
い
る
。
都
立
病

院
の
み
な
ら
ず
、
民
間
病
院
を
支

え
る
制
度
、
具
体
的
に
は
東
京
都

独
自
の
入
院
基
本
料
と
民
間
病
院

を
支
援
す
る
部
門
の
創
設
を
要
望

す
る
。

感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
大
規
模

災
害
時
の
サ
ー
ジ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

と
し
て
の
臨
時
医
療
施
設
の
創
設

一
気
に
増
大
す
る
医
療
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
平
時
は
訓
練
や

研
修
を
行
い
、
感
染
症
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に

は
患
者
を
速
や
か
に
収
容
す
る
た

め
の
施
設
の
創
設
を
要
望
す
る
。

施
設
へ
の
搬
送
手
段
に
制
限
が
生

じ
る
可
能
性
が
高
く
、
遠
方
ま
で

搬
送
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
臨
時
医

療
施
設
は
各
区
、
保
健
所
単
位
で

の
設
置
が
望
ま
し
い
。

避
難
所
に
お
け
る
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

被
災
者
は
、
被
災
し
た
上
に
避

難
す
る
先
で
も
体
育
館
等
で
の
集

団
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
国

際
基
準
に
照
ら
し
て
も
劣
悪
な
環

境
で
あ
る
。
誰
も
が
被
災
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
避
難
所
の
生
活
環

境
改
善
に
向
け
た
施
策
の
策
定
を

要
望
す
る
。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

今
後
も
増
大
す
る
東
京
の
医
療

需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
各

医
療
機
関
の
連
携
が
重
要
で
あ

り
、
連
携
す
る
た
め
に
は
日
頃
の

関
係
構
築
の
み
な
ら
ず
、
正
確
で

速
や
か
な
情
報
の
共
有
が
求
め
ら

れ
る
。
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
推
進
、
中
小

病
院
と
有
床
診
療
所
へ
の
電
子
カ

ル
テ
導
入
へ
の
さ
ら
な
る
補
助
、

無
床
診
療
所
も
含
め
た
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
促
進
を
支
援
す
る
事
業

を
要
望
す
る
。

地
域
医
療
を
担
う
人
材
教
育
の
推
進

今
後
増
大
す
る
医
療
需
要
の
多

く
は
高
齢
者
医
療
で
あ
る
。
地
域

医
療
を
担
い
、
総
合
診
療
的
ス
キ

ル
を
も
っ
た
医
師
の
育
成
が
求
め

ら
れ
る
が
、
現
状
は
圧
倒
的
に
数

が
不
足
し
て
い
る
。
既
に
地
域
医

療
を
担
っ
て
い
る
医
師
の
リ
ス
キ

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
地
域
医
療
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
病
院
勤
務

や
開
業
し
て
い
る
医
師
に
対
し
、

総
合
診
療
を
学
び
地
域
医
療
を
担

う
た
め
の
支
援
を
要
望
す
る
。

物
価
高
騰
、
医
療
人
材
不
足
へ
の
対
応

今
後
も
物
価
は
上
昇
し
、
東
京

に
お
い
て
も
医
療
の
働
き
手
不
足

と
人
件
費
の
高
騰
が
想
定
さ
れ

る
。
診
療
報
酬
で
は
物
価
・
人
件

費
高
騰
に
対
応
し
き
れ
ず
、
そ
も

そ
も
物
価
・
人
件
費
の
高
い
東
京

で
は
全
国
一
律
の
診
療
報
酬
で
は

不
十
分
で
あ
る
。
東
京
都
独
自
の

支
援
事
業
を
要
望
す
る
。

下
り
搬
送
拠
点
の
整
備

病
状
が
悪
化
し
た
場
合
の
救
急

医
療
機
関
へ
の
搬
送
連
携
は
進
ん

で
き
た
が
、
急
性
期
を
過
ぎ
た
後

の
連
携
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
。

入
院
期
間
が
延
長
す
る
こ
と
で
急

性
期
病
院
と
し
て
の
機
能
が
全
う

で
き
ず
、
連
携
に
は
多
く
の
労
力

を
要
す
る
。
在
宅
療
養
に
お
け
る

在
宅
療
養
相
談
窓
口
と
同
様
な
急

性
期
病
院
か
ら
地
域
の
病
院
や
高

齢
者
施
設
へ
の
転
院
を
支
援
す
る

窓
口
設
置
を
要
望
す
る
。

東
京
都
予
算
に
対
す
る

 

要
望
事
項

令
和
７
年
度

左から山口福祉局長、尾﨑
会長、雲田保健医療局長
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自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

フ
ァ
ン
な
の
で
、
あ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
起
こ
る
ま
で
は
世
界

の
ト
ッ
プ
選
手
た
ち
が
多
摩
市

を
走
る
！
と
そ
れ
な
り
に
楽
し

み
に
し
て
い
た
。２
０
２
１
年
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
下
の
東
京
大
会
。
結

局
無
観
客
開
催
に
な
り
、
多
く

の
競
技
は
Ｔ
Ｖ
で
見
る
し
か
な

か
っ
た
。
医
療
従
事
者
の
多
く

は「
今
そ
ん
な
場
合
で
す
か
？
」

と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
疑
問

を
呈
し
て
い
た
し
、
私
も
そ
う

思
っ
て
い
た
。

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
多

摩
川
に
か
か
る
是
政
橋
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
富
士
ス
ピ
ー
ド

ウ
ェ
イ
ま
で
の
男
子

２
４
４
㎞
、
女
子
１

４
７
㎞
の
コ
ー
ス
で

争
わ
れ
た
。
緊
急
事

態
宣
言
下
の
た
め

レ
ー
ス
を
観
に
行
く

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い
た
が
、
長
い
コ
ー

ス
の
す
べ
て
で
観
客

を
規
制
す
る
こ
と
は

不
可
能
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
肉
眼
で

（
し
か
も
無
料
で
）

観
る
こ
と
が
で
き
る

数
少
な
い
機
会
を
逃

す
ま
い
と
沿
道
に
人
が
集
ま
る

の
は
仕
方
な
い
。
男
子
の
レ
ー

ス
は
７
月
24
日
（
土
）。
近
く

に
ポ
ガ
チ
ャ
ル
選
手
が
来
て
い

る
と
分
か
っ
て
い
て
も
観
に
行

け
な
か
っ
た
。
翌
日
は
女
子
の

レ
ー
ス
。
ち
ょ
う
ど
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
会
場
へ
出
務
す
る
日

だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
仕
事
へ

向
か
う
道
だ
か
ら
⋮
と
自
分
に

言
い
訳
し
つ
つ
炎
天
下
で
女
子

の
レ
ー
ス
を
観
た
。
高
速
で
走

り
抜
け
る
集
団
の
風
を
受
け
、

接
種
会
場
へ
向
か
っ
た
。
今
で

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
記
念
し
た

パ
ネ
ル
が
南
多
摩
尾
根
幹
線
道

路
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見

る
と
ち
ょ
っ
と
苦
い
気
持
ち
に

な
る
の
だ
。

�

（
多
摩
市
医
師
会�

中
村
弘
之
）

198

ひ
よ
っ
こ
医
師
と
し
て
の

１
０
０
日
間

　

令
和
５
年
度 

東
京
都
医
師
会
医
学
生
懸
賞
論
文

　

Student D
octor 

プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞 

優
秀
賞
受
賞
者

　

東
京
女
子
医
科
大
学
病
院　

初
期
研
修
１
年
目

 

　

鈴
木
麻
衣
子

医
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩

み
始
め
た
こ
の
３
カ
月
間
、
理
想

と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
直
面
す
る

日
々
が
続
い
た
。
疾
患
に
つ
い
て

学
ん
だ
知
識
は
重
要
だ
が
、
そ
れ

は
医
療
現
場
で
の
出
発
点
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
カ
ル
テ

の
記
載
や
基
本
的
な
業
務
の
流
れ

に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
も
の

の
、
実
際
に
は
指
示
の
出
し
方
や

コ
ン
サ
ル
依
頼
、
夜
間
の
対
応
手

順
、他
部
署
へ
の
電
話
の
か
け
方
、

処
方
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、

日
々
の
業
務
で
細
か
な
点
に
苦
慮

す
る
場
面
が
多
々
あ
っ
た
。
医
療

現
場
で
は
患
者
さ
ん
の
状
態
や
環

境
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。

最
初
の
３
カ
月
間
は
総
合
診
療

科
に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で

は
、
患
者
さ
ん
と
の
対
話
や
疾
患

の
背
景
を
じ
っ
く
り
考
え
る
機
会

が
豊
富
に
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
を

通
じ
て
、
医
療
現
場
に
お
い
て
、

環
境
要
因
が
治
療
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
熟
考
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
特
に
、
入
院
中
の
環
境
や
患

者
さ
ん
の
個
別
ニ
ー
ズ
が
治
療
の

効
果
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を

実
感
し
た
。
ベ
ッ
ド
の
配
置
や
窓

の
有
無
、
周
囲
の
雑
音
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
共
用
ス

ペ
ー
ス
の
室
温
、
食
事
の
形
態
や

内
容
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
快
適
さ

に
関
連
す
る
要
素
が
治
療
成
果
に

影
響
を
与
え
う
る
こ
と
を
強
く
認

識
し
た
。ま
た
、

こ
れ
ら
の
要
素

を
改
善
す
る
こ

と
で
、
治
療
の

質
が
向
上
す
る

可
能
性
が
あ
る

と
感
じ
た
。
さ

ら
に
治
療
の
費

用
負
担
や
、
診

療
時
間
の
制

限
、
医
療
環
境

に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に

も
気
づ
い
た
。

こ
れ
ら
は
直
接
的
な
医
療
行
為
と

は
異
な
る
が
、
患
者
さ
ん
の
治
療

体
験
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
重

要
な
要
因
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
資

源
や
時
間
を
う
ま
く
活
用
し
、
こ

の
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
る
こ

と
が
、
治
療
効
果
を
高
め
る
一
助

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
実
臨
床
で
の
経
験
を

通
じ
て
、
以
前
に
論
文
で
提
唱
し

た
『
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
お
け
る
せ
ん
妄
予

防
の
た
め
の
窓
型
デ
バ
イ
ス
の
導

入
』※
は
、
数
多
く
の
問
題
の
中

の
解
決
手
段
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
実

臨
床
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
環
境

の
問
題
が
存
在
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
限

ら
ず
一
般
病
床
で
も
患
者
さ
ん
が

ス
ト
レ
ス
な
く
治
療
に
専
念
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
く
実
感
し
て
い
る
。
治
療
の

質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
環
境
要
因
に
も
病
院
と
し
て
よ

り
深
く
目
を
向
け
、
積
極
的
に
改

善
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

医
師
と
し
て
の
経
験
が
ま
だ
不

足
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、

こ
の
段
階
だ
か
ら
こ
そ
の
経
験
を

通
じ
て
、
多
く
の
課
題
に
対
し
て

新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し
、

今
後
も
課
題
の
発
見
と
解
決
策
の

模
索
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

趣 味 の 散 歩

多摩市にて東京2020を
後世に伝える

オリンピック自転車競技
ロードレース記念パネル

総合診療科の竹村教授と鈴木さん（左）

※受賞論文は
　都医HPにて
　参照できます

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先
慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内　生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局　東京都世田谷区上馬1-11-9 3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　URL：https://www.imsj.or.jp/

第134回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー

第64回 国際治療談話会 総会「AIによる未来の医療」

日時▶10月26日（土）15時～18時30分
形式▶ハイブリッド形式（現地：ハイアットリージェンシー東京B1階「クリスタルルーム」／Zoom配信）
講演会▶『糖尿病合併症の新しい治療戦略』
モデレーター▶林 香（慶應義塾大学医学部内科学教室（腎・内・代）教授）
対象▶慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介病院、東京都地
区医師会に所属する医師
取得単位▶日医生涯教育制度3単位（CC：0、73、76）
申込方法▶参加費無料・事前登録制（現地参加は定員に達した場合、申込受付締切りとなります）
詳細は慶應義塾大学医学部のWEBサイト（https://www.med.keio.ac.jp/）の「ニュース」にて
後日お知らせします。
次回開催予定▶令和7年2月22日（土）予定

日時▶11月21日（木） 19時～21時　形式▶ハイブリッド講演（現地：紀尾井フォーラム／Zoom配信）
開会挨拶▶近藤太郎（（公財）日本国際医学協会 常務理事）　
祝辞▶松本吉郎（日本医師会 会長）
〔第1部〕座長▶石橋健一（理事長）
感想▶「株式市場からみたAIの未来」イェスパー・コール（マネックスグループ㈱ 専門役員、沖縄科学
技術大学院大学 理事）

〔第２部〕座長▶伊藤公一（常務理事）、近藤太郎（常務理事）　講演Ⅰ【内閣府SIPプロジェクトに
おける医療AI研究】永井良三（自治医科大学 学長）　講演Ⅱ【医療の未来を形作るマルチモーダル
AIの力】小寺 聡（東京大学医学部附属病院循環器内科 特任講師）　講演Ⅲ【AI診療支援によってもたら
される医療の未来】佐藤寿彦（株式会社プレシジョン 代表取締役）
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC：0、9、10）予定
申込方法▶11月18日（月）までに右記2次元コードまたは当協会ホームページ
よりZoomウェビナーへの事前登録をお願いいたします。
参加・視聴▶無料
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知ってますか？

SHDはStructural Heart Disease
の略で、非虚血性心疾患のうち心
臓に何らかの構造異常を有する幅
広い領域の疾患群を指す。弁膜症

（大動脈弁狭窄症、僧帽弁閉鎖不
全症）、心筋疾患（閉塞性肥大型
心筋症）、成人先天性心疾患（卵
円孔開存、心房中隔欠損症）など
に対して、侵襲の少ない心血管カ
テーテル治療が可能となっている。

構造的心疾患（SHD）

都医HP・Eメール
■ ホームページアドレス
　https://www.tokyo.med.or.jp

■ Eメールアドレス
　jimu@tokyo.med.or.jp

鈴木克彦板橋区医師会

　去年の暮れに突然長男がジグソーパズルを購入してきた。

　1000ピースのもので、メインの人が真ん中に大きく映って

いるもので周りは画面全体にはたくさんの写真がちりばめられ

ているものだった。家族みんなが夜の空いている時間に一緒に

楽しみながら、iPadに写真を撮り拡大しながらその柄のものを

探して攻略し約1週間で完成し、大きなフレームに収めること

ができた。自分は、みんなが困ったときにさっそうと登場しよ

うと構えていたが残念なことに出番はなかった。

　完成した後すぐに、今度は娘が1000ピースのディズニーの

アラジンのジグソーパズルを購入してきた。これは夜空にジー

ニーが薄く映っていて、魔法の絨毯でアラジンが夜空を飛んで

いるもので、真ん中にはお城が描かれていて、周りには岩肌の

山と町の明かり、残りは夜空で空に薄い雲などがぼんやりと描

かれていた。前回のジグソーパズルとはずば抜けて難易度が上

がっていた。そのためお城と空飛ぶ絨毯と外郭だけはみんなで

攻略はしていたが、そこからは誰も触れずにソファーの下にお

かれたままお蔵入りされているようであった。

　まさに自分の出番が回ってきたのである。しかし、攻略しよ

うもピースが多く何から始めるべきかが大きな問題であった。

そこでピースの色分けをした。まずはおおきく分けてそのあと

に夜空と岩肌の山に関しては、さらに色分けをした。

　そこからは、ピースの形で凸や凹の頭の大きさや傾き、腕の

左右の長さの違いや傾きや大きさ、そして腰のくびれの大きさ

などの形で見つけていく方法で最初は1時間に5ピースぐらい

からはじまり徐々に調子の良い時は10ピースぐらいを攻略し

ていった。

　娘も少しずつ攻略されていくジグソーパズルを見て再度攻略

人となった。そして時間はかかりながらもやっと無事完成に辿

り着く事が出来た。あの1ピースを探す難しさ、そしてそれを

1回で探し当てた時の達成感はアハ体験とは違うのかも知れな

いが何とも言えないものだった。何十分も見つけられず、可能

性のあるすべてのピースを試行錯誤で攻略したり、考えていた

ピースの上下の逆が正解の時もあった。こんなにもジグソーパ

ズルでいろいろな体験が得られるものがあるとは考えもつかな

かった。

　是非みなさんも成功体験（達成感）やいろいろな体験をあじ

わってみてはいかがでしょうか？でも自分は、しばらくジグ

ソーパズルには手を出さない予定です。

　尚：ピースの頭、腕、くびれは正規の名称ではないと思われ

ます（勝手につけました）。

� （『板橋区医師会通報』2024年春　No.518より抜粋）

ジグソーパズル
ふれあいポスト 各地区会報から

ひと休み� 府中市医師会  松尾龍一
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ワンヘルス・アプローチの潮流

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　パンデミックや薬剤耐性など、世界的な健康課題に関して、
分野横断的に取り組むワンヘルス・アプローチの必要性が強調
されている。ワンヘルス（One Health）とは、人・動物・環境の
健全な状態（Health）は相互に密接に関連し、真の健康とは、そ
れらを総合的に良い状態にすること、という概念である。20世
紀末に相次いだ動物由来の新興感染症や、グローバル化・都市
化の加速により、地域の感染症が一気に世界に広がり甚大な被
害をもたらす時代になったことを背景に、2004年の国際会議で
提唱された。人の病原体の60%、また新たに出現する人の病原
体の75％が動物由来と言われる。
　感染症被害の拡大には、温暖化など人間活動による地球環境
への影響が関与することが明らかになり、国際機関でも、これ
までの世界保健機構（WHO）、国連食糧農業機関（FAO）、国際
獣疫事務局（WOAH）に加え、2022年には国連環境計画（UNEP）
を加えた4つの組織によるワンヘルス共同行動計画が策定され
た。2023年のG7会合でも、ワンヘルス・アプローチに関する
共通理解に合意している。また国内では、福岡県や徳島県がワ
ンヘルス・アプローチを推進する条例を制定し、その理念を実
践するための取り組みを強化している。
　具体的な脅威の例として、鳥インフルエンザがある。鳥イン
フルエンザは近年、種を越えて哺乳類に感染しやすくなり、最
近ではアメリカの乳牛に感染が広がって、酪農場で働く人でも
感染事例が確認され、警戒レベルが上がっている。ワンヘルス・
アプローチを念頭に、地域レベルから地球規模レベルまで、自
治体、アカデミア、NPO、国際機関など、さまざまな主体から
動物の健康や環境保全への社会的関心を高める啓発を促すとと
もに、感染症に対して、分野の壁を越えた監視や対策の一層の
強化が求められている。 （文責：芳賀 猛）

　

ま
だ
ま
だ
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
新
興
感
染
症
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
。
よ
う
や
く
日
常
が
戻
っ
た
と
い

う
よ
り
、
今
ま
で
の
憂
さ
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
な
人
出

が
巷
で
は
み
ら
れ
る
が
、
政
府
は
コ
コ
ぞ
と
賃
金
の
増

額
を
仄
め
か
し
て
い
る
。
最
低
賃
金
も
プ
ラ
ス
５
％
で

決
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
医
療
機
関
の
現
状
は
い
か
が
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
加
算
が
新

設
さ
れ
、
算
定
し
な
い
と
「
や
は
り
医
師
は
余
裕
が
あ

る
の
だ
な
」
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ま
こ
と

し
や
か
に
噂
さ
れ
る
。
現
実
は
、
そ
れ
を
算
定
す
る
た

め
に
は
犠
牲
に
す
る
も
の
が
大
き
過
ぎ
、
し
か
も
自
ら

の
報
酬
が
明
ら
か
に
減
っ
て
い
る
の
に
、
従
業
員
の
給

与
の
上
乗
せ
に
し
か
使
え
な
い
、
使
い
道
の
決
ま
っ
た

診
療
報
酬
を
課
せ
ら
れ
従
わ
な
い
の
は
い
か
が
な
も
の

か
、
と
言
わ
れ
て
も
。

　

働
き
方
改
革
に
し
て
も
そ
う
だ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
重

視
さ
れ
て
き
て
い
る
世
の
動
き
に
反
し
て
、
紙
媒
体
で

指
導
箋
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
医
師
自
身

に
裁
量
権
は
微
塵
も
な
い
。
更
に
は
毎
週
の
よ
う
に
届

く
出
荷
調
整
の
連
絡
、
し
か
し
な
が
ら
医
薬
業
界
の
現

状
は
真
実
で
は
な
い
の
か
の
ご
と
く
、
選
定
療
養
費
を

課
し
て
更
に
現
場
を
混
乱
に
導
く
か
の
よ
う
な
施
策
が

こ
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
投
薬
期
間
は
14
日
で
、
漫
然
と
投
薬
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
規
則
も
ど
こ
へ
や
ら
、
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
の
推
奨
や
薬
剤
の
長
期
投
与
の
ス
ス
メ
…
保
険
医

療
は
誰
の
た
め
な
の
か
。
こ
の
先
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
今
回
の
改
定
は
今
ま
で
の
モ
ノ
と
は
異

質
の
よ
う
に
感
じ
る
。
改
定
が
さ
れ
て
も
な
お
、
解
釈

の
定
ま
っ
て
い
な
い
改
定
事
項
が
あ
る
の
は
信
じ
ら
れ

な
い
。

　

ナ
ン
ト
モ
虚
し
さ
だ
け
が
診
療
の
合
間
に
胸
を
つ

く
。
大
切
な
自
院
の
職
員
の
賃
金
に
も
充
分
に
応
え
ら

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
都
会
で
ヤ
ド
カ
リ
の
貧
し
い

町
医
者
に
仁
術
は
コ
ク
す
ぎ
る
。 

（
坪
田 

淳
）

無 声 拝 聴 医師はお金持ちなの？

①
最
終
卒
業
校　
　

②
略
歴　
　

③
趣
味　
　

④
好
き
な
言
葉

足
立
区

医
師
会

有あ
り

野の

　
亨と

お
る 

（
内
科
・
循
環
器
内
科
）

①
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

②
足
立
区
医
師
会
理
事

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

④
不
易
流
行

江
戸
川
区

医
師
会

中な
か

川が
わ 

陽は
る

之ゆ
き

 

（
内
科
・
循
環
器
内
科
・

小
児
科
）

①
昭
和
大
学

② 

江
戸
川
区
医
師
会
理
事
、同
副
会
長
、

都
医
代
議
員
、
同
産
業
保
健
委
員
会

副
委
員
長

③
愛
犬
散
歩　
　

④
一
期
一
会

新
宿
区

医
師
会

岡お
か

部べ 

富ふ

士じ

子こ

 

（
内
科
・ 

循
環
器
内
科
）

①
東
邦
大
学

② 

新
宿
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
代
議
員

③
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
阿
波
踊
り

④
雨
降
っ
て
地
固
ま
る

調
布
市

医
師
会

荒あ
ら

井い

　
敏さ

と
し 

（
内
科
・
循
環
器
内
科
）

①
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

② 

調
布
市
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
代
議
員
、
同
タ
バ
コ
対
策
委
員

会
委
員
長
、
ち
ょ
う
ふ
タ
バ
コ
対
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

③
テ
ニ
ス

④
和
し
て
同
ぜ
ず

府
中
市

医
師
会

小こ

林ば
や
し 

哲て
つ

也や

 

（
内
科
・
循
環
器
科
・

消
化
器
科
・
胃
腸
科
）

①
東
京
医
科
大
学

②
府
中
市
医
師
会
理
事
、
都
医
代
議
員

③
柴
犬
飼
育
、
釣
り

④
一
期
一
会

北

区

医
師
会

碓う
す

井い

　
亘わ

た
る 

（
内
科
）

①
日
本
大
学

② 

北
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、
都

医
予
備
代
議
員
、
同
代
議
員
、
同
医

療
関
係
者
対
策
委
員
会
委
員
、
東
京

都
医
師
会
学
校
医
会
理
事
、
東
京
都

社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
委
員
、
東
京
都
保
健
医

療
公
社
豊
島
病
院
運
営
協
議
会
委
員
、
東
京
都
労
働
保
険
医
療
協

会
評
議
員

③
芸
術
全
般　
　

④
虚
心
坦
懐

東

京

医
科
大
学

医
師
会

大お
お

久く

保ぼ 

ゆ
か
り 

（
皮
膚
科
）

①
東
京
医
科
大
学

② 

東
京
医
科
大
学
医
師
会
理
事
、
同
副

会
長
、
都
医
勤
務
医
委
員
会
委
員
、

同
次
世
代
医
師
・
女
性
医
師
支
援
委

員
会
副
委
員
長
、
日
医
勤
務
委
員
会

委
員
、
同
理
事
、
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
理
事
、
日
本
乾
癬
学
会

理
事
、
日
本
皮
膚
科
学
会
代
議
員
、
日
本
皮
膚
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会

代
議
員
、
日
本
皮
膚
心
身
医
学
会
評
議
員
、
日
本
小
児
皮
膚
科
学

会
運
営
委
員

③
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞

④
信
念
徹
底
、
自
発
創
生
、
共
同
奉
仕

地
区
医
師
会
新
会
長
紹
介
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主催 東 京 都 医 師 会

座
長　

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
内
科
学
専
攻

　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
・
リ
ウ
マ
チ
学

　
　
　
　
　

教
授 

藤  

尾   

圭  

志  

先
生

帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座

　
　
　
　
　

教
授 

河  

野  　
　

肇  

先
生

東
邦
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座
膠
原
病
学
分
野　

　
　
　
　
　

教
授 

亀  

田   

秀  

人  

先
生

関
節
炎
の
診
断
と
治
療

日本医師会生涯教育講座
日 時　令和6年10月31日（木）�午後２時〜５時

事前申込制とさせていただきます

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和6年10月30日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

関
節
炎
の
鑑
別
診
断
の
進
め
方
河
野
　
肇 

先
生

関
節
炎
の
鑑
別
診
断
は
、
ま
ず
有
病

率
が
非
常
に
高
い
も
の
の
非
炎
症
性
関

節
痛
を
呈
す
る
変
形
性
関
節
症
を
除
外

し
、
そ
の
関
節
炎
が
（
急
性
／
慢
性
）、

（
単
関
節
／
多
関
節
）
の
２
×
２
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
ど
れ
に
相
当
す
る
の
か
を
身

体
所
見
か
ら
判
断
す
る
。
そ
の
上
で
罹

患
関
節
部
位
、
患
者
背
景
、
生
活
歴
を

参
考
に
鑑
別
を
絞
り
込
む
。
急
性
単
関

節
炎
で
は
外
傷
を
除
外
し
、
化
膿
性
関

節
炎
と
結
晶
性
関
節
炎
（
痛
風
、
偽
痛

風
）
を
鑑
別
す
る
。
化
膿
性
関
節
炎
が

疑
わ
れ
る
場
合
に
は
関
節
液
を
評
価
す

る
。
結
晶
性
関
節
炎
の
診
断
に
も
関
節

液
評
価
は
有
用
で
あ
る
。
急
性
多
関
節

炎
で
は
血
流
細
菌
感
染
や
ウ
イ
ル
ス
性

関
節
炎
を
鑑
別
す
る
。
慢
性
多
関
節
炎

で
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
リ
ウ
マ
チ
性
多

発
筋
痛
症
、
他
の
膠
原
病
を
想
定
し
、

慢
性
単
関
節
炎
で
は
、
慢
性
多
関
節
炎

疾
患
の
初
期
の
可
能
性
や
結
核
性
関
節

炎
を
考
慮
す
る
。

こ
こ
ま
で
進
ん
だ

�

関
節
炎
治
療
の
最
前
線
亀
田
秀
人 
先
生

関
節
炎
は
痛
風
発
作
な
ど
の
急
性
関

節
炎
と
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
脊
椎
関
節
炎

に
代
表
さ
れ
る
慢
性
関
節
炎
に
大
別
さ

れ
る
。
非
ス
テ
ロ
イ
ド
抗
炎
症
薬
や
グ

ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
は
、
急
性
関
節
炎

に
対
す
る
短
期
的
治
療
に
適
し
て
お

り
、
他
方
、
慢
性
関
節
炎
に
対
し
て
は

メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
や
炎
症
性
サ
イ
ト

カ
イ
ン
を
標
的
と
し
た
生
物
学
的
製

剤
、
そ
し
て
ヤ
ヌ
ス
キ
ナ
ー
ゼ
阻
害
薬

な
ど
が
使
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
３
〜
６
カ
月
以
内
の
寛
解
達
成
が

現
実
的
な
目
標
と
な
っ
た
。
治
療
薬
の

選
択
に
関
し
て
は
個
々
の
患
者
の
背
景

を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
有
効
性
・

安
全
性
・
薬
剤
費
用
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

が
常
に
最
適
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
原
則
で
あ
る
。
そ
し
て
適
切
な
臨
床

評
価
が
治
療
の
成
否
を
決
定
す
る
重
要

な
鍵
と
な
る
た
め
、
定
期
的
に
治
療
を

見
直
し
て
常
に
前
述
の
バ
ラ
ン
ス
を
最

適
に
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位

カリキュラムコード　15、61

オンライン（Webex）のみで開催します
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荒川区は東京23区の中で面積は2番目に小さく（市部を入
れても狭さは5位タイ ただし島しょ部は除く）、人口は3番目
に少なく、人口密度は5番目に高いという（令和6年4月現在）、
狭いところにたくさんの人が住んでいる地区ということになりま
す。さらに言えば高齢化率は23区の上から6番目、と書けば
荒川区の医療が抱える問題もご想像いただけるのではないで
しょうか。

荒川区医師会の現在の重要な課題の一つが災害対策です。
大地震の際の建物の倒壊、火災の起きやすさ、救助の難しさ
を目安とする地域の災害危険度はおよそ5年に一度公表されて
います（○○何丁目といった区域で発表されます）。荒川区は
木密地域が多く、東京都内の総合第1位は毎回、荒川区内の
地域です。荒川区の行政もこれを問題視しており、解決に向け
て対策を行っていますが、今回も危険度第1位を脱することが
できませんでした（最新版は令和4年度公表）。さらに現在、
荒川区内には災害拠点病院がありません。東京女子医科大学
東医療センターが足立区に移転した跡地に、昨年4月に「令和
あらかわ病院」が開院しました。令和あらかわ病院は荒川区の
救急医療の拠点として活動しており、開院後の約1年で荒川区
医師会は緊密に連絡を取ることのできる関係を築いてまいりま
した。ただ、令和あらかわ病院は開設後まだ間もなく、災害
拠点病院の指定を受けるまでの実績を積み重ねているところで
す。発災時には重症者を災害拠点病院に搬送できるという当
たり前の災害医療が展開できるよう、荒川区医師会は行政や
議会、令和あらかわ病院と共に引き続き協議を継続していると
ころです。荒川区医師会は荒川区と共に毎年トリアージ訓練を

実施していますが、各関係機関と協力しながらいかに緊急医
療救護所を運営し、避難所での医療を維持していくかは今後
も考え続けていかなければならない課題です。

また忘れてはならない災害に水害があります。2019年台風
19号の接近時、荒川区内でも避難所が一時設置されました。
私は台風の翌日、北区にある岩淵水門の様子を見に行きまし
たが、水門はすべて下ろされており、水門周囲は水没しており
ました。当時のことを知る荒川区内の消防署長に話をうかがっ
たところ、荒川の氾濫危機一髪であったとのことです。同じ問
題を抱える城東ブロック医師会では、最も危機意識の高い江
戸川区医師会から勉強会をしようとお誘いをいただいておりま
す。水害の際に医師会に何ができるか、近隣医師会とも協力
しながら今後考えていかなければなりません。

荒川区医師会のもう一つの課題が医療DXです。医療を取
り巻くシステムはどんどん変化してきています。医薬品の不足
や検体検査の問題、これまでと大きく変わった生活習慣病対
応、オンライン資格確認や電子処方箋への新たな対応など、
医療機関を悩ませる問題が次 と々出てきています。これまで以
上に診診連携、病診連携、多職種連携が重要になり、どのよ
うに効率よく連携を行っていくのかが問題です。まずはDXを
用いた24時間在宅医療の連携を行うシステムから始めて、日
常の医療においても、医療連携が効率よく密に行えるような医
師会を目指していきたいと考えています。先行している医師会
の皆様の状況やご意見をいただきたいと希望しておりますの
で、ぜひご教示、ご協力をお願いいたします。

地区医師会長からの一言
まずは動きだそう
　　─ポストコロナの荒川区医師会─
荒川区医師会長　太田誠一郎
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